







  The structure of population in Taiwan now is that the population of the aged is increas-
ing rapidly. And there is not enough young people to support the aged because of the low 
birth rate. So it is definitely important for the aged to be self-independence. Sports are 
beneficial for them to make a better life. 
  In this study, we want to analyze the current situation of the aged about sports in Tai-
wan. We also want to use the method of questionnaire to make a research not only in 
Taiwan but also in Japan to take a reference.
  The research shows that from the satisfaction of sports, the club class is the highest. 
This result is the same as what Nakamura has did in 2002. People who pay attention to 
the continuity, rationality, sense of organization and self-discipline of the sports have high-
er satisfaction of doing sports. If there are sports classrooms or comprehensive territorial 
sports clubs in Taipei city like the same as in Japan·Shibatamachi, the aged will have a 
better sports place and they can also communicate with each other. There are four fac-
tors to extend healthy lifespan: sports, nutrition, sleep and social participation. If they can 
join the sports clubs, the rate of social-participation will be enhanced. So the Taiwan gov-
ernment maybe need to learn from Japan to make plans to promote the lifestyle of sports 
in Taiwan. 





日本の高齢化率は 1970 年には 7％、




























































































その内 65 歳以上の人は 185 名、65 歳未満





調査を実施した。調査期間は 2017 年 9 月















































































































































































































で A 階層 18.0%、P 階層 14.3% であった。
運動を通した良好な人間関係も増加してお






























象者は階層別で C 階層、A 階層、P 階層、
S 階層の順である。これと中村（2002）が
示す豊かな運動生活の順序とが台北市と柴
田町も、ともに同じであった。運動の継続
性、合理性、組織性や自律性が多く含まれ
る運動の行い方をする対象者は、運動をす
る中で満足度が高まっていた。
今後は、柴田町の「健康づくり運動サポー
ター事業」（運動教室）や「総合型地域ス
ポーツクラブ」の様なスポーツクラブを作
ることにより、台北市の高齢者は運動がで
きるし、他の住民とも交流できる。高齢者
に対して、健康のために正しい健康知識と
正しい運動方法を伝えることは非常に大事
なことである。今回の結果は、台北市の高
齢者は A 階層が一番多く、これも良い傾
向ではあるが、スポーツクラブに参加する
と、もっと豊かな運動生活になるといえよ
う。少子高齢化に伴って、高齢者たちの運
動との関わりが重視されている。健康寿命
を延ばす要素は運動、栄養、睡眠と社会参
（中村（2002）を簡略化）
表 4　豊かな運動生活の視点
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与である。総合型地域スポーツクラブに参
加すると、交流の機会は増えるし、人と関
わりもあって、そのことは社会参与の一つ
でもある。
Ⅴ．課題及び実践的示唆
今回の研究方法において、台北市では無
作為抽出法を念頭に置きアンケート調査を
実施したものの、実際の調査地域が台北市
全体を網羅しているとは言えず、やや地域
的な偏りがあった点は否めない。また、実
際高齢者は屋内が主な生活の場という方々
もいるが、今回は屋外にいる方々が対象と
なったことから、高齢者の中でも比較的活
動的な方々が多かったのではないかと推察
される。
結果によると、台北市の高齢者はスポー
ツ教室、地域スポーツクラブの活動での施
設使用料と指導者の謝金について、全体的
に両方負担を希望していた。
総合型地域スポーツクラブは多種目、多
世代、多志向の三つ要素があるので、台湾
台北市の高齢者に適合すると考える。
台湾政府や台北市は日本のスポーツ基本
計画や地方のスポーツ推進計画といったス
ポーツ施策の策定に努め、それらの計画に
基づき運動教室を開催したりスポーツクラ
ブを作ったりする等、スポーツ政策面での
整備が必要なのではないだろうか。
台北市に住んでいる住民が経費の負担が
あまりかからず利用ができるように経営す
べきであろう。運動しながら、交流もでき
るので、住民にとっては貴重な場となるに
違いない。未来の台北市の高齢者に対して、
人が集まっている場で運動することやそこ
で交流することが重要である。
注釈
1） 総合型地域スポーツクラブ：人々が、身
近な地域でスポーツに親しむことのでき
る新しいタイプのスポーツクラブで、（1）
子どもから高齢者まで（多世代）、（2）様々
なスポーツを愛好する人々が（多種目）、
（3）初心者からトップレベルまで、それ
ぞれの志向・レベルに合わせて参加でき
る（多志向）、という特徴を持ち、地域
住民により自主的・主体的に運営される
スポーツクラブをいう。
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